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　1）owex −50分子 ふ る い に 依 る清酒 ペ プ チ ツ ドの 群分劃 に つ い て

　　　　　　　　清 酒 の ペ プ チ ツ ド に 関 す る 研 究 （第 1報）

　　　　　　　　高 橋 　 障 ・能 勢 惟 一
（東亜 酒造株式会 社研究 室 ）

　近 年 ， 清酒，合成清酒の 厂濃味」「味 の ふ くらみ」等で 表現 され る綜合的な 呈 味 の 問題が取 り上 げられ ， その 根
本的な 解明 が 試 み られて い るが ， それ等は 成分的に は 含窒 素化合物 で あ る ア ミ ノ 酸，ペ プ チ

ッ ド類等 に最 も密接
な 関係を有す る もの で あ る事が 確 認 1）72 ）され て 来 た．清酒申 の ア ミ ノ 酸 に就 い て は 既 に 約 19種 に 関 し報告が あり，

それ 等 と呈 味 との 関係
S） も略 々 明 らか に され て い る．

　
一方 蛋 白分解中間体で ある ペ プ チ ッ ド類 に 関す る報告 は 従来 あ ま りな い ．著者等 は合成清酒品位改善の 一端と

し て清酒中の ペ プ チ
ッ ドの 型態並 び に 生 因 等に 関 し研究

4，・
5）を続 け て い る．

　
ペ プ チ ッ ドの 分 離 法に は種 々 あるが試料中に 大小種 々 な もの が含有され る場合その 分離 同 定は非常な 困難を 伴

う．最近 イ オ ン 交換樹脂 を用 い る溶出展開法
e）・D が 盛 ん に 行われ る様 に な り各方面に 目覚 しい 進展をみ せ てい る

が ・此 の 場合で も前述の 様に 種 々 雑多な もの を含有す る 場合は や は り困難 の 様 で あ る．斯る際予備処理 として
Dowex ’50分子 ふ るい を用 い 試料申 の 分子 の 大 きさ に 準 じた 群分劃 を 行 う事 に 依 りその 目的を 容易 な ら しめ る事
が 出来 る．こ の 方法は 夊試料中 の ペ プ チ ッ ドの 大 きさ を推定す る と共 に それ 等 の 分布状態 を察知 せ ん とす る場含
適切な方法 として 成賑 等

8）
が提案 した もの で 励 ，瀦 等 は此 の 方法 を用 い 清酒中の ペ プ チ 。 陸 そ の 大 き さ

に 軌 醐 劃 した結果 その 分布状態蜘 る事が 出来 た．又 そ の 際生酒 と火入 酒 に帥 ・て その 分布状態諾 干の 差
異 の あ る 事等 を説 め た の で 之等に 就 い て報告す る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 実　験　の 　部

　1） Dowex・50分子 ふ る い に 就 い て

D °wex ‘5°交換樹脂 は ・ec・V ス ヂ ・ 一
ル 系 の もの で あ りス チ レ ・ とジ ビ ニ ー

、 ベ ン ゼ 。 を 共 飴 せ しめ ス 、レフ
ォ

ン 化 して 作 る が 強化剤 で ある ・ ビ ニ ール ベ ・ ゼ ・ カ・三 次 元 的な 黴 構造 を勧 欄 C ，・，s−li。 k。g。 と な る （第 1
図参照 ）・Dowex −50に は X −16

・ X −12・XS ・X −4
，　X −2，　X −1 の 様 に異る Cr。 ss−linkagcの もの が あ り X ＿NO の

大 とな るに 従 つ て Cross−1inkage が多くな り網状構造 が 緻密とな る．そ の た め Cross−linkageよ り大 な る 分子は

た とへ 交換性能を有 して い て も吸 着 され ず に流 下 す る． こ の 様な原理を応用 して 夫 々 の Column を直列に結合
し試料を上方 よ り流下すれ ば試料中の 交換性能 を持つ た分子は 少 い もの か ら逐次 ふ るい 分 け られて 流下 し最後 に

EMuent と して 最 も高分子 の もの が流出す る訳で あ る （第 2図参照）．

　　　　 第 1 図 Dowex。50の Cross−1inkage
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（高橋， 能勢） Dowex −50分子 ふ るい に依 る清酒 ペ プ チ ツ ドの 群分劃 に つ い て （第 1 報）　　（319 ）

　こ の 様に し て 成田氏等 は 絹 フ イ ブ ロ ィ ン H202 酸化物部分水解物中の ベ プ チ ッ ド を分離 しそ の 状態 を知 る事 に

成功 し た．

　 2）　清酒 ペ プ チ ッ ドの 群分副

　Dowex −50 は H 型 で使用 し若し新 しい 場合は Na 型 と H 型 と数回反 覆 した後に 使用 し な け れ ば な らな い ．清酒

ペ プ チ ッ ドの 群分劃に 用 い た 各 C 。1umn の 大 きさ と樹脂の 粒子 は第 1表 の 通 りで ある，　 X −16　Columnが大きい

の は実 験 上 此 の Fractionateが 大 で あ る た め で あ り樹脂粒子 は分子 ふ る い の 性質上成可 く大 で あ る方が 好都合の

た め20〜50夊 は 50−−IOOmesh を採用した．

　試料清酒 （第
．3表組成表）500ml ！を O・4cc！min 　Fl・ w −Tate で流下 した 後水洗す る．吸着を終了し た 各 Golumn

は取 り外 し て 別 々 に 10％ NH40H 　soln ．で clutc し夫 々 EvapQrate−dry して NH40H を除去 し た 後再び水 に

溶かして Total−N 並び に NH2 −N を測定す る，

　Total−N 値を NH2 −N 値で 除した値を Avarage 　Peptide　Length （A ．EL ．） と し て表 し た．即 ちペ プ チ ッ ド構

成 ア ミ X 酸残 基数 を表 し お お む ね 分子量 に 平行的で あ る．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■

　 こ の 様 に して 火入 酒及 び 生 酒 （同一酒）に 就い て 群分劃を行っ た結果を示す と第 2表 の 如 くな つ た．

第 1表 　Column 　dimension と　Resin　 mesh 第 2 表　清 酒ベ プ チ ドの 群分 劃
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第 3表 供試清酒組成表
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考 嶷

　1） 清酒中の ペ プ チ ッ ド類 を群分劃 し そ の大 きさに 依 る分布状態 を 解明す る 目的で，Dowcx ・50分子 ふ るい で

検索 した 結果，X − 16に 吸 着 され る Fractionateは TotaレN の 約 70％で あ り叉そQ　A ・P・L が L9 で あ る事 よ り

第 3 図　火 入 酒 と生 酒の 比較
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清酒中 に は ア ミ ノ 酸 の 他に
” di”
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” tri
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の 様 な低 級

ペ プチ ッ ドが可成 り存在す る事が察知出来た．一方 E田一

uent 申 に は A ，P．L が50の如き可成り高分子 の もの も

或る程度認 め られ る．こ れ に 反 し 中級 ペ プ チ
ッ ドは 非常

に 少 い こ とが判明 した．

　寺本氏 9） は古 く清酒中の N 一
化合物 を検索 し概ね蛋白態

N を 1〜 5 ％ ，
ア ル ブ モ ーズ 及び ペ プ ト ン 態 N を 1〜2

％ ，
ペ プ チ ッ ド態 N を33〜35％ ， ア ミ ノ 態 N を60％内外

と報告し杉山氏等 i°）は MYRBACK 氏法に 依 りN一区分を

分劃 して い るが今回 の 著者等の 報告と対比す る際甚だ興

味深い ．

　2） 火入 酒 と生酒 に 於 ける 分布状態を比較 し図示す る

と第 3図 の 様に な り根本的な差異は 認 め られ な い が 生酒

の方が火入潭に些し中級ペ プ チ ッ ドが若干多く之らが火
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（32°）　 （榊 ） 黼 醸造中に お け る ア ・ ・ 酸及 び ・ ・ 癲 の 消長tCつ い て （第 2報）

入 操作瞰 硬 に蠏 が鈔 進み X −16F ・・ c・i・ na ・・ が 増加す る可 能性 と同時嘸 エ ネ 、レ ギ ー
瞰 鍾 合に 依つ

て 高分子 側 に 多少移行す る 可能性 も考 え られ る．
3） 之等の 輾 か ら清酒黠 鯲 ける蛋白分解作用は可成 り充分進 ん で い る事が 察畑 来る と共 に 糟 、分解

され難 い 低級 ペ プ チ ッ ドが 存在す る訳 で それ 等が如何 な る型 態で あ る か は 今後 の 研究 に ま た ねばならな い が低級
Ae プ チ ・ 沖 に は呈 味 鮪 す る もの もあ る験 と照合す る際 ， 之等黼 酒の 呈味に 影響 して 来 る こ と賭 え られ
る．

4） E田贓 中の 葡 子N一化合imeま勤 に み て Str藤 ， 池田 氏等
・）

に 依 り検討されて い る もの 胴 ＿滅 い は
密接な関連 を もつ もの と思われ るが一

方酵素自体を含むとも考 え られ る．之等 も今後の 研究に また ねばな らない ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要　　　　　約
1） 清酒 の べ プチ ・ ド類を大 きさに準じ た群頒 を行 泪 的で b・w ・・

−5・分子ふ るい を用 い て 逐次少 い もの か
らふ る い 分 け た．
2） そ の 結果清酒中に は X −16・F ・… i・ n … の 如 きア ミ ・ 酸及 び ヂ ペ プ チ

。 ド の 如 き低級 の もの が 全 N の 約
7°％存在す る・一

方 ・ ミ ・ 酸mab ・seの 如 き高分子 の もの 械 醸 認 め らitt之販 し 中級ペ プ チ
。 ドは糟 、

少 い こ とが判明した．
3） 火入 酒 と生 酒 の Ae プ チ

・ 吩 布状態 にu ま根本的 な髄 は な い 姓 酒 の 方 が 中級
x
。
・
プ チ 。 ドが 粁 多くそれ

等は 火入操作 に 依 り低分子 側 と高分分子側 に 多少移行す る こ とが考え られる．
4） 低駆 プ チ ・ ド申に は 呈 味鮪 す る もの もある験 と照合し て清酒中で 之等 b・呈 mueeesし て い る事 雄

定した．尚之等 の 型 態等に 就 い て は今後 の 研 究 に また ねば な らな い ．

終 り鵬 み anre4te給 つ た 鎌 の 款 の 成 田 先生 並 び 噸 校閲 を給 つ 蹶 大寺本 教 攤 厚 く御 礼 申 し上 げ ます。
又 本 研 究 の 発 表 を 許 可 ：れ た 当棚 巴土社長，肥 土 嬲 鰥 謝 い た し ま す ．
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　清酒醸造 中に お け る ア ミ ノ 酸類及び ア ミ ン 類の 消長 に つ い て

　　　　　　　（第 2
’
報） 清醒 経過中に 測 るア ・ ノ 酸類 の 消長 に つ い て

　　　　　　　　　　　　梅　　　津　　　雅　　　裕　　（鳥取 大 学学芸学部）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒　　　　　言
nene’Pte約驪 類の … 酸 の 存在が 確認 され て い るが ， そ れ らの … 酸が nv酒磁 中に お い て婀 な硝

長を示すか に つ い て は未だ 余 り調 べ られ て い な い ．
此方面 に 関す る研 究 で は 寺本氏 等

1）
・ 橋田氏挈 が 黼 麟 過 獸 お け る Gl 。・a 。 i。　a 。id

，
　 S。，i。。，．Th ，。。ni 。 e

の 消長 に   て 黠 し・ 臟 氏等
s）は 酒母 の 育麒 作 を異に し 鵬 合の ア ミ ・ 酸 の 消長 に つ い て 調べ て い る．

瀦 の は先 ec・L・eePt・速 臨 醐 糖イ匕翫 の 仕込 脳 中に お け る … 酸の 消長1・つ い て we した力硬 跨
回 は 醗 過中に お け る … 酸 硝 長 を鰍 囀 告 し た M ・ xim ・ m ・・1・・ d… i・y・m ・・h・d を用い て 追 究 したの

で そ の 結果に つ い て 報告す る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 実　 験 　の 　部

　1．供試醪 の 経 過 及 び一・
般成分 の 分析

供耀 と して韻 ア ・レ糶 と三牌 を用・・た・囀 … 羅 の 大い さは楙 ・召 酥 ・石 ・斗 跏 ・ ル 。
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